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B.2 三次元資料の種類を示す用語と用いる助数詞（追加分）
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#B.2.0 範囲 

 表 2.17.5に適切な用語がない場合、またはより特定的な用語が望ましい場合は、表 B.2.0

の用語を用いることができる。その場合は、表 B.2.0の助数詞をあわせて用いる。必要に応

じて、付表を参考にする。 

表 B.2.0 三次元資料の種類を示す用語と用いる助数詞（追加分） 

分類 用語 助数詞 

有形文化財 彫刻 彫刻 基（き） 

仏像、神像、肖像 頭（かしら）、軀（く）、

体（たい） 

仏像光背 面（めん） 

押出仏像 面 

仮面 面 

工芸品 金工芸 御正体、鏡像 面、具（ぐ）、口（く） 

宝塔 基、合（ごう）、具、口 

法具 口、面、本（ほん）、柄、

対（つい）、枝、合、組、

枚、節、条、括、頭 

梵鐘 口 

灯籠 基、箇 

茶釜 口 

茶匙 支 

漆工芸 厨子 基 

大壇 基 

礼盤 基 

卓（しょく） 基 
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分類 用語 助数詞 

   机 脚 

   経台 脚 

   経箱 合 

   経櫃、唐櫃 合 

   袈裟箱 合 

   壺 口 

   笈 背 

   手箱 合 

   文台 基 

   硯箱 合 

   花盆、花盤 枚 

   棚 基 

   燈台、燭台 基 

   手巾掛 基 

   脇息 基 

   扇 柄 

   太鼓縁 基 

   鼓胴 口 

   羯鼓台 脚 

   琴 張（ちょう） 

   琴柱 枚 

   尺八、横笛 管 

   輿 基 

   瓶子 口 

   鉢 口 

   枡 箇 

   鞍 背 

   鐙 双、隻（片側） 

   轡 口、具 

  楽器 尺八、横笛 管 

   琴 張、調（ちょう）、面 

   琴柱 枚 

   鼓 張り、丁 

   弦 筋、条 
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分類 用語 助数詞 

   胡弓 張り 

   三味線 棹、挺、丁 

   撥 丁、本 

   琵琶 面 

   笛 管 

  陶磁工芸 硯箱 面 

   壺 口 

   狛犬 対 

   花生 口 

   茶碗 口 

   鉢 口 

   水差 口 

   瓶子 口 

   皿 枚 

   香炉 口 

   釘隠し 箇 

   碗 口 

  染織工芸 繍仏裂 枚 

   幅 幅 

   袈裟 領（りょう） 

   袈裟（屏風仕立） 隻 

   帯 条 

   幟、旗 旒（りゅう） 

   褥 枚 

   畳 枚 

   筵 枚 

   毛氈 枚 

   能装束、舞楽装束 領 

   陣羽織 領 

   帷子 領 

   織物 才（さい） 

   錦織 坪 

  甲冑、弓箭具 鎧、胴丸、腹巻 領 

   具足 領 
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分類 用語 助数詞 

   兜鉢、兜 頭 

   鎧金具 括 

   弓 張 

   鏑矢 隻 

   箭 本、隻、条 

   やなぐい 腰、枚 

   箙 腰 

   楯 枚 

  刀剣、刀装具 刀 口、腰、振、刀、剣 

   薙刀 口、柄、振 

   脇差 口、腰 

   短刀 口、丁、挺 

   大小 腰、揃 

   鐔 枚 

   槍 条、筋 

  木竹工芸 額 架（か）、面 

   茶器 組、揃 

   茶杓 本、筒（とう） 

   筆 管、茎（けい） 

  書跡等 記念碑 基 

  考古資料 石器、土器、骨角器 点、箇 

   銅鐸 口 

   銅戈 口 

   銅剣 口 

   銅鐸舌 箇 

   銅鏡 面 

   勾玉 顆 

   鎔笵 箇 

   埴輪馬、家、犬、船 箇 

   埴輪男子、女子 基、点 

   刀身 口 

   石人、石馬 箇 

   墓誌 面 

   骨壺 口 
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分類 用語 助数詞 

   瓦 箇 

   銅印、木印 顆 

  歴史資料（上記

の各項目以外

のもの） 

時計 型、石 

  版木 枚 

  ロザリオ 連 

   十字架 口 

   マント 具 

   踏み絵 面 

民俗文化財 衣食住関係  行燈 張り 

   衣桁 架 

   衣類 重（かさね）、点 

   臼 基 

   桶 荷（か）、個 

   笠 蓋（がい）、笠（りゅう） 

   傘 張り 

   被衣 枚、領 

   釜 口 

   竈（かまど） 台、基 

   裃 具 

   蚊帳 垂れ、張り 

   脇息 脚 

   鏡台 基、台 

   行李（こうり） 合 

   皿 口、枚 

   敷物 枚 

   重箱 重、組、下げ 

   頭巾 頭 

   簾（すだれ） 垂れ、張 

   すりばち 鉢 

   膳 客、膳 

   松明 本、把 

   煙草盆 面 

   足袋 足 

   箪笥 竿 
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分類 用語 助数詞 

   提灯 挺、張り 

   机 脚 

   葛籠（つづら） 荷 

   長櫃 棹 

   長持 棹、合 

   袴 具、腰、行（ゆき） 

   櫃 架、合、竿 

   火箸 具、揃 

   風呂桶 桶、据（すえ） 

   丸帯 本、筋 

   椀 客 

   猪口 組 

   銚子 本 

   草履 足 

   蓑 枚 

   煙管 管 

   煙草入れ 袋 

   下駄 足 

 生産関係  鎌 挺 

   剃刀 口、丁 

   鍬、鋤 挺 

   樽 荷、樽、駄 

   暖簾 垂れ 

   ふいご 口、穂（ほ） 

   轆轤（ろくろ） 台 

   田下駄 丁 

   糸車 台 

   綿操り器 台、基 

   石臼 柄 

   薬研 具 

   鋸 丁 

   山刀 丁 

 交通・運輸・通信関係 駕籠 具、挺 

   車 乗、台、両、輸 
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分類 用語 助数詞 

   人力車 挺 

 交易関係  大判、小判 枚 

   算盤 挺、面 

   天秤 台、具 

   枡 個 

   分銅 個 

 信仰関係  錫杖 本、杖（じょう） 

   数珠 具、連 

 民俗芸能・娯楽遊戯関係 碁、将棋盤 面 

   双六 調 

   トランプ 組 

   幕 垂れ、帳 

   人形 体、個、組 

   羽子板 面 

 人の一生関係  位牌 柱（はしら） 

 年中行事関係  鏑矢 本、筋、条 

   山車 台 

   松飾り 揃い、門（かど） 
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付表 三次元資料の数量に用いる助数詞に関する説明 

単位 単位の読み 説明 

宇 う 建物や屋根、天幕などを数えるのに用いる。 

柄 え 把手のあるものなどを数える。 

折 おり 折箱に入れたものや折詰にしたもの、重ねて折った紙

の束などを数える。 

架 か 額、衣桁などものを立てかけたり、のせかけたりした

ものを数える。 

荷 か ひとりで肩に担えるだけのものの量を数える。 

顆 か 果物、石、涙など丸く小さい粒になったものを数える。 

蓋 がい 笠または笠状のものを数える。 

掛・懸 かけ 長手網のように細長いものや、衣櫃のようにひとりで

背負える程度のものを数えるのに用いる。 

重・襲 かさね 衣服、器物、供え餅、布団など重なっているもの、重

ねてあるものを数える。 

頭 かしら 烏帽子、兜、仮面、仏像などを数えるのに用いる。 

株 かぶ 根のついた植物を数えるのに用いる。 

缶 かん 缶（ブリキ製の容器）に入ったものを数える。 

巻 かん 書籍、巻きもの、映画フィルムなどを数える。 

管 かん 管楽器、筆などのようにくだで作られたものの個数を

数える。 

基 き 灯籠、几帳、厨子、輿、墓石、塔婆など台や足などが

あって立てて据えておくものを数える。 

機 き 飛行機を数えるのに用いる。 

客 きゃく 接待用の道具、器物を数える。 

脚 きゃく 机、椅子など足のついた道具を数える。 

球 きゅう 球状のものを数えるときに用いる。 

口 く・こう 口のあいている器物や、武器や農具などの刃物の類を

数えるのに用いる。 

軀 く 仏像などを数えるのに用いる。 

具 ぐ 衣服、器具や食器に盛った食物などの揃いを数えるの

に用いる。 

括 くくり 紐や縄などで多くのものを一つにまとめてくくった

ものを数える。 

組 くみ 重箱、食器類、衣類など幾つかが一緒になって一揃い 



『日本目録規則 2018年版』B.2 

 9 / 11 

 

単位 単位の読み 説明 

  になるものを数える 

茎 けい 草のくきなど細長いものを数える。 

結 けつ きし縄に通した銭などを数える。 

軒・戸・棟 けん・こ・とう 家の数を数える。 

庫 こ ものをしまっておく建物を数える。 

個・箇 こ ものの数を数えるのに用いる。 

合 ごう 箱、椀などふたのある容器を数えるのに用いる。 

腰 こし 袴、帯、太刀など腰のあたりにつけるものを数えるの

に用いる。 

座・坐 ざ 祭神、仏、菩薩などの坐像を数えるのに用いる。 

才 さい 織物などの単位（1才≒92㎠）として用いる。 

竿・棹・桿 さお 箪笥、長持、旗、羊羹など細長いものを数える。 

札 さつ 文書、書状、証文、手形などを数える。 

枝 し 薙刀、幕柱など細長いものを数える。 

敷・舗 しき 屋敷、家などを数える。 

軸 じく 巻物や掛軸などを数える。 

締・〆 しめ 半紙やちり紙など束ねたものを数える。 

床・牀 しょう ベッドの数を数える。 

条 じょう 糸、帯、縄、幕など細長いものを数えるのに用いる。 

帖 じょう 折本、屏風や楯の類、僧の袈裟、紙や海苔などの一定

枚数、幕二張りを一まとめとして数えるのに用いる。 

乗 じょう 車、兵車を数える。 

畳 じょう 畳、布団を数える。 

筋・条 すじ 矢、槍、手拭など細長いものを数える。 

背 せ 笈など背負うものを数える。 

隻 せき ①艦船、矢、魚、鳥などを数える。 

②屏風など対になっているものの片方を数えるのに

用いる。 

膳 ぜん 椀に盛った料理、箸、火鉢などを数える。 

双 そう 屏風など一対になっているものを数える。 

艘 そう 小さな舟を数える。 

足 そく 鐙、足袋、靴、下駄、草履など両足につける一対のも

のを数える。椅子、毬などを数える。 

束 そく・たば 稲、薪など束ねたものを数える。 
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単位 単位の読み 説明 

揃 そろい 幾つかで一組になるものを数えるのに用いる。 

駄 だ 牛馬に負わせた荷物を数える。 

体・躰 たい 神仏の像を数える。 

袋 たい 茶、薬など袋に入れたものを数える。 

台 だい 車両や機械などを数える。 

垂 たれ 幕、暖簾などたれ下ったものを数える。 

着 ちゃく 衣服などを数える。 

丁 ちょう 和装本裏表 2ページのひとまとまり、豆腐、料理の一

人前などを数える。 

挺・梃・丁 ちょう 鋤、槍、銃、艪、墨、蠟燭、三味線など細長い器具の

類、駕籠、人力車などの乗り物、酒、醤油などの樽を

数えるのに用いる。 

張 ちょう 弓、琴など弦を張ったもの、幕、蚊帳など張りめぐら

すもの、紙や皮などを数えるのに用いる。 

対 つい 衣服や調度などの一揃いや、二つで一組になるものを

数える場合に用いる。 

通 つう 手紙、証文、届書などを数える。 

包 つつみ・ほう 風呂敷、布、紙などで包んだものを数えるのに用いる。 

点 てん 点数や品物の数を数える。 

灯・燈 とう 電灯を数える。 

筒 とう 注射器など筒状のものを数えるのに用いる。 

杯・盃 はい 茶碗、盃、匙、桶などの器物に入れた液体、飯などを

数える。蛸、イカ、アワビなどや、船を数える。 

箱・筥・函・筐・匣 はこ 菓子、果物、たばこ、マッチなどものをおさめるため

の器（直方体のものが多い）の形をしたものを数える。 

柱 はしら 神仏を数える。 

鉢 はち 仏道修行者の食器、火鉢、鉢植えのものを数える。 

針 はり 針で縫う目数を数える。 

封 ふう 書状、包物などを封じたものを数える。 

服 ふく 煎じ薬、粉薬の包みなどを数える。 

幅 ふく 画像、掛軸などを数える。 

振 ふり 刀剣を数える。 

鋪・舗 ほ 地図など畳ものの本を数える。 

本 ほん 植物またはこれに似た細長い棒状のものや映画の作 
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単位 単位の読み 説明 

  品数などを数える。 

枚 まい 紙、板、楯、皿、花びら、煎餅など平たく薄いもの、

金銀貨幣、着衣、田畑の一区画を数えるのに用いる。 

面 めん・おもて 鏡、琵琶などの楽器、硯、能面、仮面、碁盤、複数の

紙を継ぎ合わせたもの、カルタの一組が描かれたも

の、テニスやバレーボールのコートなど平面状のもの

を数えるのに用いる。 

門 もん 大砲を数える。 

葉 よう 木の葉、紙などのように薄いものや小舟を数えるのに

用いる。 

粒 りゅう 米、豆類、丸薬など粒状のものを数える。 

旒・流 りゅう 旗、幟、吹き流しなどの数を数える。 

両 りょう 二つで一組になっているものの数、車両の数（両）な

どを数えるのに用いる。 

領 りょう 衣類、甲冑などの一揃いの数を数える。 

連 れん ひとまとめに括ったものやひとつながりに列ねたも

のの数を数える。紙、旗、筵、簾などの数、鷹の数、

印刷用紙を数えるのに用いる。 

把 わ 薪、野菜などを束ねたものや、射芸での矢を数える。 

輪・環 わ 鍬、鋤などを数える。細長いものを曲げて輪のように

したものを数える。 

椀・碗・盌 わん 椀に盛った飲食物を数える。 
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